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角煮まんツール・ド・九州2025 佐世保クリテリウム インスタ開設！
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今年１０月、国際サイクルロードレース「ツール・ド・九州」が長崎県において初めて開催さ

れます。長崎県では、佐世保市、長崎県観光連盟、（公財）佐世保観光コンベンション協

会等と「ツール・ド・九州２０２５（ニーゼロニーゴ）佐世保クリテリウム推進委員会」を設立し、

大会の開催及び開催を通じた地域の活性化に向けて取り組んでいます。

このたび、本推進委員会において、大会やイベント、開催地で

ある佐世保市を中心とした観光などに関する情報発信を目的と

した、公式インスタグラムのアカウントを開設しました！

みなさま、是非フォローをお願いします！

角煮まん５月２４日(土) ながさき暮らし相談会 in 大阪 開催！

【アカウント情報はこちら】
https://www.instagram.com/tour_de_kyushu_sasebo?igsh
=MW1kZDd4ZGdhM2ZycQ%3D%3D&utm_source=qr

5月24日（土）ヒルトンプラザウエストオフィス

タワー8階（第2吉本ビルディング）にてながさき

暮らし移住相談会in大阪を開催します！

長崎県での新しい暮らしを実現するための

ノウハウやステップ、県内各市町の魅力や暮

らしについて、各市町の移住相談窓口の担

当者と直接話すことができます。長崎県での

転職や住まいについても最新情報を聞いて

移住の可能性を広げませんか。

是非お越しください！

土谷棚田（松浦市）

こんな方にオススメの相談会です♪
 関西エリアから移住するにあたっての助成制度を知りたい。
 長崎県に興味がある。
 移住の進め方を教えてほしい。
 各市町の特徴を知りたい。子育ての環境・住まいなど
 転職事情について知りたい。

※ 本相談会への参加申込にはながさき移住倶楽部への入会が必須と
なっております。未入会の方は今回のお申込情報を基にご入会いただ
く事も可能です。

※ ながさき移住倶楽部とは、移住検討者が入会できる無料会員制度で、
役立つ特典が盛り沢山！

【お申込み先】https://nagasaki-
iju.jp/event/event-9337/#bge-form
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長崎県産品応援店をご紹介します！！長崎県産品応援店をご紹介します！！

角煮まん６月７日（土）・８日（日） 京都吉田山大茶会 開催！

今年で14回目を迎える、「京都吉田山大茶会」が、
6月7日（土）・8日（日）の2日間にわたり、吉田山（吉田神
社境内）にて開催されます。
茶会では、世界各地のさまざまな製法によるお茶が提供

され、生産者の方と直接会話を楽しみながら好みに合った
お茶を探すことができます。対馬市上県町の“つしま大石
農園”が出展されます。
香りや味の違いをその場で確かめながら、お気に入りのお

茶を見つけてみませんか。是非、この機会に足をお運びくだ
さい！

開催：6月7日（土）～8日（日）10：00〜17：00＊雨天中止
会場：京都・吉田山（吉田神社境内）

（京都市左京区吉田神楽岡町30番地）

角煮まん【長崎ロケ作品】映画「長崎ー閃光の影でー」今夏公開！

原爆投下直後の長崎を舞台に、被爆者救護にあたった

若き看護学生の少女たちの“青春”を描く映画『長崎―閃

光の影で―』が、戦後80年の今夏、8月1日(金)より全国

公開されます。

  本作は、『TOMORROW 明日』（88）で原爆投下前日を

描いた鍋島壽夫さんがプロデュースし、長崎出身で被爆3

世の松本准平さんが監督・共同脚本を務めました。また、

監督からの「祖父たちの被爆体験を受け継ぎ平和を次世

代に伝えるべく、映画のエンディングを飾る主題歌を福山さ

んに担当していただきたい」というオファーに、同県出身の

アーティストである福山雅治さんが応え、2014年に発表した

自身の楽曲を本作のために新たにアレンジされています。

今年、被爆80年の節目を迎えます。是非ご覧ください。

大洋軒 ~ JR福島駅
母の出身地佐世保で小さい頃によく食べていた皿うどん・ちゃんぽ

んの味を再現して作りました。大阪でも”食の激戦区”である“福島”で
懐かしい本場長崎の味をお楽しみいただきたいと思っています。

【住所】大阪市福島区福島5-13-1 上翔ビル1F
【電話】06-6458-6377

出展：2025「長崎-閃光の影で-」製作委員会
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